
郡山高等学校 海外ホームステイ研修報告（５日目） 

 

 生徒にとってはラッキー（試練？）なことに、到着日の翌日から土日をたっぷりファミリーと過ごし、本日が

初めての登校日となりました。集合時間の 8 時過ぎから続々とファミリーの車に乗せられた生徒が到着します。

一様に明るい表情にまずは安心しました。生徒達も久しぶりに仲間と会い、英語漬けのプレッシャーから解き放

たれた様子です。中には安堵のあまり涙を流す生徒も。どうやらホームシックだったようで、友達の顔を見たら

思わず涙が溢れたそうです。 

 

 さぞかしハードな週末になったのかと感想を聞いてみると、どの生徒も笑顔で「ファミリーが優しく楽しかっ

た」と口を揃えました。多くの生徒がショッピング、ビーチ、動物園、教会などに連れて行ってもらい、オース

トラリアの生活を満喫したようです。中には早々にコアラを抱っこしてきたという生徒もちらほらいました。 

 とはいえ、提出してもらった日記を読むと英語力に対する課題を多くの生徒が感じたようです。自己評価で「全

くダメ、もっとやらなければ」と書いた生徒もおり、まず週末は現状認識からしっかりと入れたようです。 

 

 今日はいよいよ Livingstone Christian College（LCC）での生活のスタートとなりました。時間までにしっか

りと全員が揃い、これからバディが郡高生のもとにやってくる、というところで LCC の校長先生がご挨拶に来

て下さいました。これからオーストラリアの生活の中で大切になる「鍵」は、感謝の気持ちと自分から現地の人々

に関わっていく姿勢というお話を頂きました。「Put a little bit in, put a little bit out, but put a lot in, put a lot 

out.」ここで何を学びどれだけ成長して帰れるかは、生徒一人ひとり次第というところでしょうか。自主性と自

立を重んじるオーストラリアの教育方針を垣間見る校長先生のお話でした。 

 

 その後会場には続々と LCC のバディが現れ、郡高生１～２人に１人の現地バディが付き、スモールグループ

を作ってキャンパスツアーに出かけました。これらのハンドリングは先生ではなく、全て LCC の生徒が考え上

級生が下級生に指示をしながら行っているとのことでした。そのためマッチングが出来上がるまで若干時間がか

かりましたが、とにかく生徒主体のやり方が印象的です。オーストラリアらしいゆったりとしたキャンパスの造

りと、ヤギがいる農場がある様子などを案内され、郡高生達も楽しんだようです。 

 

 キャンパスツアーが終わるとバディとのMorning Tea Timeを楽しみました。ここで３０分程度、ファミリー

が持たせてくれたスナックなどを食べながら毎日バディと交流をすることになります。様子を見ていると、キャ

ンパスツアーの時から生徒達はただの「お客さん」になってしまい、LCC の生徒が案内してくれるまま質問や

会話もあまりせずただ付いて行くだけだったり、休み時間も日本人同士で話していることもすくなくありません

でした。バディが友達と話していたりパソコンをいじっていると話し掛けにくい、英語が分からないなど色 「々や

れない」理由はあるかと思いますが、その難しい一歩を自分から踏み出さなければわざわざオーストラリアまで

研修にやってきた意味が半減してしまいます。受け身の姿勢でバディが話しかけてくれたり誘ってくれるのを待

つのではなく、自分の要望や会話のネタを思い切ってぶつけていって欲しいと思います。 

 

 休憩の後は Cassandra 先生、Paula 先生によるレッスンとなりました。改めてホームステイの心構えや大切

なポイント、オーストラリアの文化についてディスカッションを中心に実施されました。終始コミュニケーショ

ンをメインにした授業はオーストラリアらしく、生徒達も明るく取り組んでいる様子でした。 

 

 その後再びバディが生徒を迎えに来てランチとなりました。ここでも楽しそうに会話をしているグループもあ

れば、日本人同士で顔を見合わせながらうまくバディと交流ができていないグループと様々でした。今そこで何



をすべきか、明日の課題として生徒には投げかけてみたいと思います。 

 

 昼食後はバディと一緒に現地授業に参加しました。バディによって参加した授業は数学やコンピューターの授

業など様々でしたが、生徒がよく発言し、自由に席を移動したりもするリラックスしたオーストラリアの授業は

とても新鮮だったようです。ここでも一瞬何をしていいものか生徒は戸惑った様子でしたが、バディに必死に話

しかけて内容を理解しようとする姿も見られました。数学の授業ではワークシートが配られ問題を解くように先

生から言われましたが、ここは日本人の面目躍如でバディに解き方を教えてあげている生徒も多かったようです。

日本人は数学が得意と言われていてそれに対し生徒は「いやそんなことはない！」と焦っていましたが、問題が

配布されるとなるほど日本の内容の方がはるかに難しいものでした。生徒も自信を持って LCC の生徒に解き方

を教えていたようです。 

 

 １５:１５分にはあっという間に今日の活動が終わりました。今日一日を通して出来たこと、出来なかったこと

様々あるかと思いますが、研修中は生徒それぞれが立てた目標に対する自分の課題をしっかり見つめ直し、明日

からの活動に活かしていって欲しいと思います。 

 

 以上、研修５日目の報告と致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 友人との再会に安堵した表情の生徒達 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ LCC校長先生からの挨拶 ≫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ たくさんのバディが集合し、スモールグループでキャンパスツアー ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 英語レッスン ≫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 英語レッスン ≫ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 現地授業への参加 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ LCC前で集合写真 ≫ 

 

 

 

 



 

 

 


